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摯
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搦
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く
ば
試
温
し
惣
で
あ
ろ
ふ
か
℃
吾
人
は
上
に
述
べ
來
つ
髭

如
く
不
十
分
な
が
ら
も
博
士
の
戦
前
に
於
け
る
登
展
を
髪

零
し
得
π
る
が
、
博
士
の
街
有
爲
の
境
涯
に
於
け
る
突
然

の
永
眠
が
、
戦
時
及
戦
後
に
於
て
ま
さ
に
有
る
べ
き
博
士

の
登
展
實
見
の
機
會
ご
、
こ
れ
に
頼
り
て
混
く
べ
き
學
界

の
旛
利
ご
を
併
せ
て
奪
ひ
去
り
た
る
こ
ご
を
、
諸
君
ご
共

に
深
く
悲
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
○
（
完
）

、
（
三
二
）
回
ハ
o
o
齢
塁
。
一
二
《
o
。
Q
Q
。
同
◎
Q
轟

　
（
三
三
）
U
凶
窪
。
　
戸
一
鼠
　
〉
械
閏
印
画
昌
　
日
三
ρ
　
署
8
｝
毫
。
二
●
　
（
U
。
三
田
。
ぎ

　
　
Ω
Φ
。
瑠
。
】
H
銭
戸
邑
）
罫
一
囎
蒙
■
拷
≦
ぬ
肖
⑦
搾
メ
）

　
　
薪
見
吉
治
・
鳴
呼
ラ
ン
プ
ソ
ヒ
ト
敏
授
（
學
愛
着
育
，
ご
，
九
大
正

　
　
　
　
　
　
四
年
慶
島
）

　
　
石
橋
㎎
智
信
　
ラ
ン
プ
ソ
ヒ
ト
氏
の
東
亜
學
上
の
畢
訊
説
及
び
事
曲
菜
（

　
　
　
　
　
　
束
蕗
の
光
，
一
〇
、
八
　
大
正
四
年
　
東
京
）

　
　
阿
部
秀
肌
堺
　
現
代
の
史
學
ε
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
（
銅
盤
吏
地
理
一
一
山
ハ
、
二
、

　
　
　
　
　
　
大
正
四
年
東
京
）

　
　
ぎ
・
・
罫
三
霧
N
・
ぎ
・
σ
q
・
壌
、
、
軽
臼
を
逃
す

　
　
煮
。
」
，
臨
零
ぎ
N
o
溜
§
面
ぢ
覗
｝
＝
罵
H
を
逸
す

　
　
　
第
』
　
巻
　
　
叢
　
読
　
　
日
本
塒
土
の
支
那
古
鏡

　
　
　
日
本
出
上
の
支
那
古
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
　
岡
　
謙
　
造

　
支
那
に
於
て
、
鑑
又
は
鏡
の
字
は
古
《
よ
り
存
す
○
是

は
人
の
容
姿
を
映
寓
す
る
「
カ
ご
、
、
」
の
意
義
に
、
使
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晦

党
る
は
『
毛
詩
』
（
那
風
苦
節
）
に
、

　
　
芳
心
匪
蠣
、
不
可
以
茄
。

ご
あ
る
如
き
、
そ
の
最
も
古
き
例
こ
す
べ
し
O
さ
れ
ざ
も
、

此
の
も
の
は
、
當
時
ま
三
号
の
用
法
め
り
し
ご
見
ゆ
○
『
周

回
』
（
秋
官
司
冠
）
に
、

　
　
司
書
氏
、
掌
以
夫
途
同
朋
大
於
日
、
以
頭
取
明
水
於
・

　
　
月
、
三
共
祭
祝
1

ご
云
へ
る
は
是
な
る
べ
し
。
春
秋
以
後
、
『
荘
子
』
『
韓
非

子
』
動
乱
子
中
に
往
々
鏡
の
事
を
云
へ
る
句
あ
れ
ご
、
未

だ
先
回
の
三
物
の
現
存
せ
る
も
の
あ
る
を
回
す
Q
近
く
去

る
五
月
末
に
、
甘
言
の
上
な
る
技
耳
翼
に
て
、
楚
の
三
王

の
墓
を
螢
見
し
て
、
一
大
銅
鏡
を
得
陀
．
り
ご
傳
ふ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
〇
九
　
　
（
六
七
西
）



第
一
巷
　
　
叢
號
　
　
日
本
鵠
土
の
支
出
書
鏡

果
し
て
當
時
の
も
の
な
り
や
否
、
俄
に
信
ず
べ
か
ら
す
。

蓋
し
鏡
の
廣
ぐ
世
に
行
は
る
、
に
至
れ
る
は
、
前
漢
よ
り

な
る
べ
く
、
『
潅
箭
子
』
に
は
、
鏡
を
製
造
す
る
方
法
を
逓

べ
た
る
所
あ
り
○
前
漢
の
末
期
に
は
、
盆
盛
に
し
て
、
王

難
は
最
も
好
事
家
に
滋
・
、
年
號
を
鏡
立
に
使
用
し
、
叉

新
家
、
・
新
有
善
同
な
ざ
、
自
家
の
威
力
を
誇
れ
る
銘
文
を

用
ゐ
、
共
の
遣
物
を
多
く
世
に
残
せ
り
。
後
漢
は
、
一
般

に
鋳
造
せ
し
ご
見
ぬ
、
種
々
の
形
式
興
り
、
烹
李
三
年

（
》
け
●
囲
ミ
）
の
年
號
あ
る
も
の
は
、
其
の
文
略
奇
巧
に
し

て
、
存
続
盛
行
せ
し
四
紳
鏡
ご
は
、
大
に
其
の
趣
を
異
に

せ
り
。
此
、
の
頃
よ
う
淋
人
怪
獣
鏡
も
》
漸
く
行
は
れ
し
も

の
、
如
ぐ
、
康
安
十
年
（
＞
b
b
o
い
）
岡
十
四
年
（
諺
ご
も
。

り）

L
の
黄
龍
元
年
（
〉
ゼ
O
．
§
り
）
等
の
年
號
あ
る
鏡
存
し
、

此
の
種
甘
露
を
中
心
こ
し
て
六
朝
を
蓮
じ
頗
る
多
種
の
鏡

が
鋳
造
さ
れ
直
り
。
か
く
其
の
製
作
の
盛
行
ご
共
に
、
當

時
相
往
來
せ
る
日
本
に
も
、
漸
次
將
帯
し
て
、
愛
玩
せ
ら

る
、
に
至
れ
る
な
り
○

　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
　
一
〇
　
　
（
山
ハ
士
五
）

　
本
邦
に
於
て
、
鏡
の
正
更
に
見
ぬ
陀
る
も
の
は
、
瀞
鏡

を
除
け
ば
極
め
て
少
し
Q
『
日
本
書
紀
』
垂
仁
紀
の
三
年
、

新
羅
の
王
子
ご
逸
す
る
天
二
丁
が
．
將
來
せ
し
魚
食
の
中

に
、
日
の
鏡
一
面
ご
云
ふ
も
の
あ
り
、
β
の
鏡
ご
は
如
何

な
る
も
の
な
る
か
を
知
る
能
は
ざ
れ
ざ
も
、
支
那
誌
代
に

て
陽
購
ご
云
ふ
も
の
の
如
ぐ
、
太
陽
に
向
ひ
て
日
中
、
霧

火
を
取
る
用
に
供
せ
し
も
の
か
ご
も
思
は
る
○
次
に
瀞
功

紀
の
五
十
二
年
、
百
濟
王
、
七
時
刀
一
口
七
子
鏡
一
癒
、

及
種
々
の
重
藤
を
献
ず
ご
云
ふ
事
見
ぬ
π
り
、
日
本
紀
の

著
者
は
紳
功
皇
后
を
以
て
ミ
國
志
の
卑
藤
壷
に
擬
し
て
、

年
代
を
推
定
し
だ
る
か
ご
思
は
る
れ
ば
、
此
の
記
事
は
彷

髪
こ
し
て
、
三
國
志
魏
志
の
景
初
二
年
十
二
月
に
、
魏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

明
帝
が
、
親
魏
帝
王
卑
男
呼
に
輿
へ
し
認
書
中
に
、
賂
回

せ
し
品
物
の
中
、
五
尺
の
刀
二
口
、
銅
鏡
百
枚
ご
あ
る
等

も
、
此
の
程
の
こ
ご
な
る
べ
く
想
像
せ
ら
乃
○
さ
て
七
支

刀
は
、
現
に
大
和
石
上
瀞
宮
に
傳
冒
せ
る
も
の
に
依
り
、

莫
の
形
式
を
知
る
を
得
べ
く
、
或
は
瀞
功
紀
に
記
載
せ
ら



れ
し
も
の
な
お
や
も
知
る
べ
か
ら
，
す
ゆ
七
子
鏡
ご
稔
す
る

も
の
は
、
梁
簡
文
談
の
望
月
詩
に
、
形
同
七
子
鏡
ご
あ
れ

ば
、
七
箇
の
鏡
形
を
な
せ
る
乳
あ
る
も
の
な
る
べ
し
）
魏

志
の
卑
爆
撃
が
果
し
て
何
人
な
る
か
、
又
其
の
年
代
は
本

邦
の
何
帝
の
御
世
な
る
か
は
、
容
易
に
決
定
す
る
を
得
す

ご
錐
ご
も
、
支
那
よ
り
銅
線
を
輸
入
せ
し
事
の
記
録
に
見

ね
π
る
は
、
此
の
次
に
魏
翻
身
正
正
元
年
、
刀
鏡
等
を
倭

國
に
邊
り
し
記
事
あ
り
注
意
す
べ
し
。
『
古
事
記
』
の
磨
瀞

の
蓉
に
は
、
百
濟
藩
王
昭
古
王
が
、
阿
知
鶴
里
に
附
し
て
横

大
刀
及
び
大
鏡
を
献
せ
し
事
見
ゆ
○
此
の
外
、
詑
紀
及
び

支
那
の
正
史
に
鏡
を
輸
入
せ
し
事
は
多
く
見
ぬ
ざ
る
が
、

之
を
事
實
に
徴
す
る
に
支
那
古
鏡
は
多
く
我
國
に
將
摩
し

又
我
國
に
て
製
作
せ
ら
れ
し
も
の
に
て
、
本
邦
各
地
の
遺

蹟
よ
り
績
織
上
饗
す
る
遣
物
は
、
明
治
以
後
の
分
の
み
に

て
も
数
百
面
に
達
し
、
諸
陵
寮
、
東
京
帝
室
博
物
舘
、
東

西
爾
山
子
大
型
初
め
各
地
の
趾
寺
個
人
に
藏
せ
ら
る
。
是
等

の
鏡
の
真
潮
せ
し
霧
所
は
、
多
く
は
我
が
上
代
の
古
墳
に

　
　
　
第
一
懸
　
　
叢
　
訊
　
　
日
本
禺
土
の
支
那
古
鏡

し
て
、
殊
に
考
古
聖
者
が
認
め
て
古
式
こ
な
せ
る
埴
輪
圓

筒
を
有
す
る
幽
翠
墳
。
圓
墳
の
副
葬
品
こ
し
て
、
其
の
内

部
よ
り
玉
劔
等
ざ
共
に
出
土
し
、
其
の
地
域
は
、
西
は
大

隅
よ
り
東
北
は
陸
前
に
至
り
て
、
・
殆
ん
ご
當
時
の
日
本
の

全
土
に
亘
り
、
多
き
は
、
一
墳
よ
り
三
十
徐
．
面
を
出
す
も
の

あ
り
。
此
の
古
墳
以
外
、
鏡
は
九
州
中
國
四
望
の
一
部
に

あ
る
一
種
の
遺
蹟
よ
り
、
銅
劔
銅
鉾
ご
共
に
も
嶺
算
す
、

其
の
形
式
は
、
納
古
墳
の
そ
れ
異
な
れ
り
○
さ
て
從
來
は
、

是
等
登
掘
の
鏡
を
以
て
、
一
概
に
漢
鏡
こ
の
み
聡
し
た
れ

ざ
も
、
實
は
漢
時
代
の
製
作
ご
見
る
べ
き
も
の
は
、
半
数

極
め
て
少
く
、
山
野
朝
時
代
の
も
の
、
頗
る
多
く
、
本
邦
摸

造
品
が
、
亦
多
数
を
占
む
る
事
を
知
り
得
仁
り
。
・
今
本
邦

模
造
ご
思
は
る
も
の
を
省
略
し
て
、
専
ら
支
那
輸
入
品
ご

認
め
ら
る
る
も
の
の
み
に
就
き
て
講
飽
し
て
、
業
の
形
式

手
法
を
論
せ
ん
ご
欲
す
○

　
遺
蹟
の
弁
難
せ
ら
る
、
や
、
其
の
年
代
頗
る
古
く
、
遣

物
の
登
見
せ
る
も
の
も
、
叉
其
の
数
甚
だ
多
し
。
さ
れ
ご

　
　
　
　
　
　
　
第
四
鼎
榊
　
　
　
一
　
一
一
　
（
山
内
♪
U
六
）



第
　
一
門
　
　
叢
　
設
　
　
日
本
出
土
の
支
那
古
鏡

も
、
其
の
多
く
は
、
出
土
の
地
名
、
及
び
登
掘
の
年
代
等

不
明
に
し
て
、
古
玩
こ
し
て
骨
董
・
家
拝
に
好
事
家
に
傳
來

「
す
。
今
は
な
る
べ
く
藩
士
地
の
分
明
な
る
も
の
を
撰
び
、

其
の
種
類
を
別
ち
、
之
に
比
較
す
べ
き
支
那
出
土
の
も
の

を
暴
げ
、
本
邦
へ
傳
來
の
鏡
の
性
質
を
述
べ
、
終
り
に
略

其
の
時
代
を
も
推
定
せ
ん
こ
す
。

　
さ
て
今
日
ま
で
、
余
の
調
査
せ
る
所
に
依
れ
ば
、
是
等

の
支
那
鏡
鳳
、
大
別
し
て
四
帥
鏡
、
盤
至
仁
、
鰍
雲
鏡
、

紳
人
画
像
鏡
、
紳
鰍
鏡
、
精
自
鏡
、
花
乳
鏡
、
長
湯
子
孫

鏡
、
嚢
銀
鏡
、
位
至
三
公
鏡
、
糖
乳
花
紋
鏡
、
葡
萄
鏡
の

十
二
類
こ
な
す
べ
く
、
中
に
継
て
等
温
鏡
最
も
多
く
し
て
、

種
々
の
形
式
の
も
の
を
含
め
り
。
以
下
四
翼
鏡
よ
り
順
次

述
ぶ
べ
し
。

、
四
紳
鏡

此
の
種
の
鏡
は
、
内
耳
の
文
檬
に
四
憩
を
配
せ
る
も
の
に

そ
、
其
の
銘
文
に
「
偶
有
帯
同
」
「
新
有
善
伺
」
「
上
泰
由
見

仙
人
」
等
の
句
め
り
、
漢
魏
時
代
に
於
て
、
最
も
盛
行
せ

　
　
　
　
　
　
　
範
が
四
曲
號
　
　
　
一
　
一
二
　
　
（
山
ハ
七
・
七
）

る
も
の
に
し
て
、
今
日
支
那
よ
り
將
家
す
る
古
鏡
中
に
も

多
く
見
る
所
の
も
の
也
○
本
邦
に
於
て
は
、
出
土
比
較
的

少
な
き
も
、
猫
左
の
四
種
類
を
数
ふ
Q

（
イ
）
、
流
添
紋
宮
方
四
瀞
鏡
　
伊
勢
國
参
宮
附
近
出
士
ご

傳
ふ
る
も
の
に
て
、
口
絡
1
に
示
す
如
く
、
縁
に
西
清
古
鑑

等
に
流
雲
ご
回
せ
る
、
一
種
の
連
績
し
拠
る
唐
草
紋
檬
あ

り
。
市
座
の
周
園
に
、
方
形
の
輪
郭
あ
り
、
十
二
支
の
文

字
を
配
し
、
内
力
は
、
細
工
郭
の
四
邊
よ
り
、
T
字
形
を

こ
れ
に
封
し
、
外
郭
よ
り
L
字
形
、
四
周
よ
り
V
字
形
の

文
檬
を
趣
き
、
八
個
の
鏡
に
擬
せ
る
花
形
乳
あ
り
、
其
間

に
、
四
点
其
他
入
物
鳥
獣
を
配
概
し
、
青
龍
の
向
へ
る
方

に
は
圓
陣
中
に
臼
を
表
象
せ
る
三
足
の
烏
の
副
直
あ
り
、

白
虎
の
前
に
は
、
月
を
表
象
せ
る
蟻
蛉
を
圖
す
。
銘
鞘
は

内
匠
の
外
側
に
存
し
て
、
左
の
銘
あ
り

　
　
省
聞
事
覧
大
母
傷
、
巧
工
刻
之
成
文
章
、
画
龍
右
虎

　
　
辟
非
鮮
、
朱
團
面
罵
圭
四
彰
、
子
孫
備
重
囲
中
央
、

　
　
長
保
二
親
兵
権
圖
、

μ



此
の
種
の
緑
を
干
せ
る
も
の
は
、
本
邦
に
出
±
せ
し
事
極

め
て
少
数
に
し
て
、
大
和
國
佐
味
網
図
塚
湿
土
の
縁
ご
鉦

こ
の
み
残
存
せ
る
破
鏡
ご
、
元
松
浦
武
四
郎
氏
の
所
藏
に

係
れ
る
、
出
所
不
明
の
新
耳
鏡
乗
此
の
鏡
焼
失
し
て
今
存

ぜ
す
。
大
豆
の
葦
北
、
齊
宮
登
見
の
も
の
こ
伺
一
な
る
も
、

鉦
座
の
周
回
の
輪
郭
に
は
、
彼
ご
異
な
り
て
八
個
の
乳
の

問
に
、
長
子
宜
孫
の
銘
を
表
し
、
内
塵
日
月
の
表
現
な
く
、

圖
療
真
鱈
な
り
、
銘
文
は
、
　
「
新
有
善
同
謁
丹
羊
、
和
以

銀
錫
浩
…
且
朋
、
左
主
翼
戸
主
四
彰
、
八
子
九
孫
治
中
央
」
、

ご
あ
る
を
以
て
、
王
舞
の
時
代
の
も
の
罷
る
を
知
る
）
の

例
あ
る
の
み
。
此
の
鏡
は
、
最
近
出
土
の
も
の
に
し
て
、
’

其
の
塁
壁
の
何
地
π
る
事
を
確
認
す
る
を
得
ざ
る
を
遽
憾

ご
す
れ
ざ
も
、
本
邦
に
て
爆
、
他
に
比
類
な
き
母
様
こ
す
。

是
等
の
圖
榛
を
、
本
邦
に
て
模
造
せ
る
も
の
、
時
々
登
見

す
、
大
和
國
北
葛
城
郡
馬
早
撃
大
字
大
塚
字
新
山
出
土
の

も
の
（
諸
陵
寮
藏
）
の
如
き
そ
の
扁
例
な
り
ご
ず
。

（
ロ
）
銅
梁
四
紳
鏡
　
口
絡
2
に
示
す
所
の
も
の
に
て
、
撮

　
　
　
第
ヂ
巻
　
　
叢
ヒ
親
　
　
日
本
幽
土
の
支
那
古
鏡

津
國
三
島
郡
阿
武
野
村
大
字
±
室
字
石
塚
幽
思
に
係
る
。

鉦
座
を
緯
り
て
、
九
個
の
小
駅
の
問
に
、
、
一
種
の
麿
草
紋

あ
り
、
次
に
獣
帯
あ
り
て
、

　
　
銅
梁
欝
欝
四
夷
服
、
多
賀
里
家
人
民
息
、
胡
虜
珍
威

　
　
天
下
復
、
風
雨
時
飾
五
穀
敦
、
長
保
二
親
得
争
力
、

　
　
題
号
、

の
銘
あ
り
、
其
の
外
側
に
七
個
の
西
葉
座
乳
の
間
に
、
四

紳
三
瑞
を
表
せ
り
。
此
の
鏡
ご
、
形
式
を
同
じ
く
せ
る
も

の
は
、
『
奇
芽
室
青
金
文
述
』
に
馬
漢
王
氏
鏡
ご
題
す
る
も
の

の
外
、
見
ざ
る
所
な
り
。
銅
梁
は
、
四
恩
膚
合
想
縣
の
晦

に
あ
る
名
由
に
し
て
ト
既
に
文
選
（
晋
）
左
図
の
国
都
の
賦

申
に
、
「
外
負
銅
溝
鼠
宕
渠
」
ご
あ
る
如
く
、
西
晋
天
下
統

一
の
以
後
、
著
名
こ
な
b
把
る
も
の
の
如
し
○
抑
も
名
山

の
名
を
鏡
銘
に
附
し
π
る
は
、
支
那
董
無
機
の
珍
藏
の
四

瀞
鏡
に
、
泰
山
作
覧
ご
あ
る
等
の
例
を
以
て
知
る
べ
く
、

泰
山
が
漢
代
に
著
名
な
り
し
動
く
、
銅
梁
が
、
西
晋
以
後

著
名
に
な
り
し
を
以
て
、
此
の
鏡
の
時
代
を
推
定
す
る
を

　
　
　
　
　
　
　
第
　
M
四
鼎
粥
ト
　
　
一
　
一
＝
一
　
（
六
♪
U
八
）



第
一
巻
　
　
回
読
　
　
山
本
出
土
の
支
郷
古
鏡

得
ぺ
け
ん
。

（
、
ノ
）
、
樹
方
四
棘
濃
口
絡
3
に
示
せ
る
は
、
河
内
國
北

河
内
郡
枚
方
町
大
宇
枚
方
萬
年
山
出
土
に
係
る
も
の
に
し

て
、
東
京
理
科
大
學
人
類
學
敷
面
の
所
藏
な
り
。
破
損
甚

だ
し
き
が
、
鉦
を
緯
り
て
簸
龍
五
珠
銭
を
表
せ
る
一
帯
あ

う
、
次
に
花
形
乳
六
個
の
聞
に
、
四
様
癌
の
圖
檬
あ
b
、

緑
に
は
模
檬
化
せ
る
獣
帯
を
示
せ
り
、
銘
帯
は
内
匿
の
外

側
に
あ
る
が
、
錯
難
し
て
其
の
銘
朋
な
ら
ざ
る
が
、
分
明

せ
る
も
の
に
就
て
見
る
に
、
ρ
完
全
な
る
も
の
に
溢
す
。

此
の
鏡
ご
、
圖
様
の
類
似
せ
る
も
の
に
、
播
磨
國
揖
保
郡

香
島
村
大
字
吉
島
字
松
山
よ
り
登
見
の
鏡
め
り
（
東
京
帝

室
博
物
館
藏
）
内
匿
の
活
機
、
頗
相
似
蒙
る
が
、
内
帯
は

罷
龍
の
み
に
て
、
五
珠
銭
な
く
、
圭
帯
の
一
に
は
、
鰍
に

乗
れ
る
入
物
、
及
び
虎
を
毅
ふ
人
物
を
圖
せ
り
。
素
縁
な

り
。
銘
文
は
次
の
如
し
。

　
　
樹
若
作
覧
大
母
傷
、
巧
諾
否
之
口
□
章
、
白
虎
師
子

　
　
居
中
央
や
壽
如
金
石
佳
自
好
、
上
有
山
人
不
知
老
分
．

第
　
四
號
　
　
　
一
　
…
四
　
　
（
或
ハ
七
九
）

　
此
の
種
の
鏡
は
、
其
の
圖
様
、
『
金
索
』
張
氏
寛
三
丼
に
余

の
所
藏
の
張
氏
鏡
（
五
金
の
銭
形
あ
り
）
等
に
類
似
せ
b
Q

五
鎌
、
並
に
大
泉
五
十
の
如
き
銭
形
を
、
文
様
に
使
用
す

る
事
は
、
習
代
の
風
習
に
し
て
、
立
脇
に
其
例
多
し
○
今

此
の
種
の
鏡
の
龍
虎
等
の
手
法
、
並
に
銭
形
に
嫉
う
て
、

異
ぼ
其
の
製
作
の
時
代
を
推
測
す
べ
き
な
り
。

（
二
）
、
置
紋
縁
四
紳
鏡
　
此
の
種
の
鏡
の
本
邦
出
土
の
も

の
二
種
め
り
、
一
は
ロ
絡
4
に
示
す
所
に
て
、
伊
豫
國
越

智
郡
下
朝
倉
村
大
字
朝
倉
下
着
丈
六
寺
出
土
の
も
の
、
他

は
揚
津
國
三
島
郡
編
非
村
大
字
鵬
”
升
小
字
海
北
塚
登
見
に

係
る
も
の
な
り
（
共
に
東
京
帝
室
博
物
館
藏
）
Q
越
智
の
も

の
は
、
鉦
を
緯
う
て
九
個
の
溶
湯
の
間
に
、

　
　
樂
未
央
、
長
相
思
、
母
常
忘
、

の
小
々
の
隠
文
あ
り
、
蓮
要
せ
る
唐
草
紋
模
に
次
ぎ
、
八

個
の
花
紋
乳
の
聞
に
Y
四
紳
書
入
物
影
形
を
現
は
す
、
外

縁
に
は
絞
檬
化
せ
る
唐
草
文
、
及
び
鰍
紋
あ
り
○
海
北
塚

の
も
の
は
、
破
損
稽
甚
だ
し
き
も
、
大
禮
の
圖
機
相
異
な



る
な
く
｝
柁
や
鉦
の
周
園
に
鉦
文
な
し
。

　
こ
れ
ご
大
器
の
圖
様
を
同
じ
う
し
て
、
梢
其
の
手
法
を

異
に
せ
る
も
の
に
、
肥
後
國
玉
名
郡
江
田
村
古
墳
登
見
の

四
憩
鏡
（
東
京
帝
室
博
物
館
藏
）
あ
り
。
鉦
を
続
り
て
、
花

紋
の
間
に
宜
子
孫
の
銘
あ
り
、
内
篇
四
葉
痙
乳
の
間
に
、

輪
郭
を
ご
り
て
、
薄
肉
凸
起
の
四
諦
外
三
七
を
表
は
す
、

外
縁
に
は
唐
草
鳥
獄
紋
あ
わ
、
其
の
唐
草
絞
の
波
状
を
な

せ
る
手
法
、
精
葡
萄
鏡
の
外
々
に
似
だ
り
、
圏
帯
の
多
き

事
前
者
に
同
じ
O
」

　
此
の
種
の
圖
檬
を
労
せ
る
鏡
は
♂
支
那
勇
士
に
て
は
、

其
数
少
な
か
ら
す
、
住
友
氏
、
桑
名
氏
、
及
び
余
の
所
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

す
る
も
の
に
て
も
骨
面
あ
り
、
是
等
は
其
の
手
法
よ
り
し

漢
代
よ
り
魏
晋
の
間
に
製
作
せ
ら
れ
し
も
の
な
ら
ん
。

青
発
言
急
撃
、

此
の
種
の
鏡
は
、
本
邦
出
土
品
中
、
注
目
す
べ
き
も
の
二

面
あ
り
、
一
は
河
内
國
南
河
内
郡
國
分
村
大
字
國
分
茶
臼

由
へ
船
氏
「
螢
域
）
よ
り
、
寛
永
六
年
春
出
土
せ
る
も
の
に
し

　
　
　
第
一
巻
　
　
叢
　
説
　
　
目
本
禺
士
の
支
那
古
鏡

て
、
他
は
近
年
近
江
國
滋
賀
郡
和
蓮
村
大
塚
山
よ
り
螢
見

せ
る
も
の
な
り
Q
爾
奇
中
國
分
の
も
の
等
等
5
の
動
く
最

も
完
好
な
り
、
質
黒
色
を
呈
し
、
内
癌
の
竈
龍
禽
獣
の
手

話
、
頗
る
鮮
朋
に
・
し
て
、
凸
超
せ
り
、
左
の
銘
文
あ
り
。

　
　
青
蓋
作
寛
四
夷
服
、
多
賀
國
家
人
書
置
、
胡
虜
珍
滅

　
　
天
下
芸
、
風
雨
時
節
五
穀
軌
、
．
長
保
二
親
得
天
力
、

　
　
徳
告
蓋
世
雨
着
極
、

此
の
種
の
文
標
あ
る
も
の
を
、
從
來
博
古
圖
の
説
に
從
ひ

で
、
竃
龍
鏡
ご
繕
せ
し
か
ざ
、
北
桐
書
信
の
詩
に
、
盤
龍

明
鏡
の
語
あ
れ
ば
、
盤
龍
鏡
ご
訂
す
る
を
以
て
適
當
な
り

こ
す
。

　
盤
寵
鏡
の
銘
文
に
は
、
、
某
氏
薄
野
、
叉
某
造
ざ
あ
る
も

の
、
最
も
慨
歎
な
り
、
余
の
見
る
研
に
て
は
、
某
氏
ご
あ

る
も
の
に
は
、
晋
以
後
の
製
作
に
係
る
ご
認
め
べ
き
も
の

多
く
、
叉
盤
龍
町
中
に
、
往
々
五
録
銭
形
を
文
機
中
に
使

用
し
元
る
も
の
あ
り
、
叉
以
て
否
代
に
盛
行
せ
し
も
の
な

る
事
を
知
る
べ
し
O第

㎞
四
麗
伽
　
　
　
、
一
　
一
五
　
　
（
山
ハ
八
○
）



　
　
　
第
一
巻
　
　
叢
訟
　
　
H
本
描
土
の
支
那
古
鏡

獣
形
鏡
、

是
に
四
獣
な
る
ご
六
獣
の
も
の
こ
あ
り
、
讃
岐
蛭
藻
蛸
郡

弦
打
村
大
字
鶴
市
字
御
殿
山
積
石
塚
よ
り
爾
者
を
登
見
せ

り
（
東
京
帝
室
博
物
館
藏
）
o
鉦
を
饒
り
て
、
四
個
、
叉
は

六
個
の
釜
座
乳
の
間
に
．
疾
走
せ
る
如
き
、
獣
形
を
配
し
、

其
の
圖
檬
、
四
獣
の
も
の
は
、
青
蓋
盤
龍
鏡
に
、
六
鰍
覧

は
、
枚
方
出
土
の
欝
方
四
型
鏡
に
類
似
せ
り
○
銘
文
は
四

獣
の
も
の
、

　
　
吾
作
明
覧
自
有
已
、
明
而
β
月
世
少
有
、
延
年
釜
壽
分
、

六
物
鏡
は
、

　
　
喜
作
朋
覧
、
大
吉
宜
子
孫
、

ご
あ
・
9
0
四
蹴
…
鏡
’
の
手
法
は
、
一
嘗
隠
士
く
期
魅
陶
唐
間
に
（
銘
山
霊

あ
る
も
の
）
製
作
せ
ら
れ
な
る
も
の
、
先
騒
を
な
せ
り
○

融
人
書
像
鏡
、

凡
ラ
、
三
種
に
別
つ
を
得
べ
し
・

（
イ
）
、
其
の
一
は
、
山
城
國
愛
宕
郡
鞍
馬
村
里
経
塚
の
出

土
に
し
て
、
ロ
絡
6
に
示
す
も
の
、
之
ご
同
一
型
の
も
の
肥

　
　
　
　
　
　
　
’
紬
弟
四
號
　
　
　
一
　
一
山
ハ
　
（
ゐ
ハ
入
一
）

後
玉
名
郡
江
田
の
古
墳
よ
り
三
見
さ
る
。
．
内
議
の
勝
機
魯

漢
代
に
盛
行
せ
る
書
象
石
に
類
し
、
人
物
車
馬
の
形
態
頗

る
精
巧
に
し
て
、
絡
書
を
見
る
如
き
威
め
り
Q
弦
索
載
す

る
す
る
所
の
、
漢
人
物
薔
像
鏡
、
及
び
漢
周
紳
章
章
は
、

署
之
ご
類
似
の
も
の
な
り
。
銘
帯
に
左
の
長
文
の
銘
あ
り
。

　
　
公
口
馬
作
鏡
四
夷
、
多
賀
里
家
人
民
息
、
胡
虜
珍
滅

　
　
天
下
復
、
風
爾
時
節
五
穀
就
、
長
保
二
親
得
天
力
、

　
　
傳
告
後
世
三
無
亟
、
乗
雲
樋
馳
、
墾
駕
四
馬
、
導
從

　
　
撃
騨
、
宜
孫
子
、

縁
の
内
側
に
、
・
悪
結
せ
る
扁
李
な
る
銀
状
を
な
せ
る
唐
草

絞
あ
り
。

（
“
）
臓
其
の
二
は
、
大
和
國
北
葛
城
郡
河
合
赫
大
字
佐
味

田
字
寳
塚
、
及
び
大
和
國
宇
陀
郡
榛
原
町
大
字
上
弁
旭
出

土
の
も
の
な
り
Q
．
雨
者
、
其
の
外
縁
の
紋
様
、
及
び
内
匿

の
乳
の
形
式
、
多
少
異
な
る
も
（
薫
炉
齪
の
の
堀
蹄
齢

犠
）
内
教
の
憩
人
糞
形
は
、
全
一
璽
手
法
よ
り
成
り
、

佐
里
田
の
も
の
は
、
脇
侍
を
す
る
二
面
・
ご
二
士
、
馬
車
を



．

　
操
縦
せ
る
圖
を
現
し
、
上
非
足
の
も
の
は
、
後
の
二
者
に

　
代
ふ
る
に
、
虎
龍
を
炎
へ
る
人
物
各
駅
を
圖
せ
り
。
画
し

　
て
共
の
手
法
は
、
漢
窯
審
象
眉
の
そ
れ
ご
同
一
に
出
す
。

　
銘
文
は
佐
味
田
の
も
の
は
左
よ
り
競
り
、
　
　
　
　
・

　
　
　
爾
方
観
覧
佳
且
好
、
朋
而
日
月
世
少
有
、
仁
治
分
守

　
　
　
悉
管
右
、
長
齢
二
親
宜
孫
子
、
富
至
三
公
利
古
市
、

　
　
　
傳
告
三
世
樂
無
巳
、

　
ご
あ
り
。
後
者
は
、

　
　
　
王
氏
作
寛
厳
且
好
、
明
而
白
月
世
業
保
、
，
服
此
覚
者

　
　
　
不
知
老
、
壽
而
東
王
公
、
西
王
母
、
山
人
子
高
、
赤

　
　
　
松
、
長
保
二
親
亘
幽
魁
、

　
ご
あ
ゆ
。

　
（
、
ノ
）
、
第
三
は
、
河
内
碧
玉
河
内
郡
中
高
安
村
大
字
郡
川
、

　
由
城
國
愛
宕
郡
鞍
馬
村
字
経
塚
等
に
て
登
見
せ
し
も
の
e

　
内
匠
の
交
標
の
手
法
、
他
の
二
者
ご
重
質
な
り
、
遊
樂
歌

　
舞
の
朕
態
を
現
せ
る
も
の
に
し
て
、
武
氏
の
書
象
の
一
に

　
．
類
似
せ
り
。
外
匿
に
は
疾
騙
せ
る
異
形
の
禽
獣
魚
人
物
を

　
　
　
　
第
一
懸
　
　
叢
　
説
　
　
田
本
出
土
の
支
那
古
鏡

腎

現
せ
り
、
こ
れ
叉
武
氏
の
書
象
石
中
に
あ
る
も
の
こ
類
せ

り
。
内
匿
に
接
し
て
左
の
銘
帯
あ
り
、

　
　
仁
方
作
莞
自
有
紀
、
辟
去
不
羊
亘
古
市
、
上
有
東
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
コ

　
　
父
西
王
偉
、
令
霜
陽
遽
孫
子
分
、

國
實
に
し
て
、
現
に
紀
伊
國
隅
田
八
幡
宮
に
摩
す
る
癸
未

年
八
月
日
云
々
の
銘
め
る
、
本
邦
製
作
の
鏡
は
、
蓋
し
此

の
圖
機
に
依
り
し
も
の
な
る
べ
し
Q

　
以
上
列
墨
せ
る
人
物
薔
像
鏡
の
銘
文
中
に
見
ゆ
る
、
東

王
父
（
叉
東
王
公
）
、
西
王
母
の
淋
仙
談
の
盛
に
な
り
し
は
、

逆
軍
以
後
の
事
に
七
て
、
魏
の
明
帝
大
和
六
年
（
西
紀
二

三
二
）
に
麗
せ
し
魏
武
帝
の
子
、
陳
二
王
曹
子
建
の
詩
中

に
、
東
父
の
語
あ
る
を
初
こ
し
噛
東
父
西
母
を
沙
壌
せ
し

は
、
西
晋
の
初
に
有
名
な
り
し
傳
玄
の
賦
中
に
見
ゆ
る
を

以
て
始
こ
す
（
余
の
所
藏
の
泰
始
九
年
の
年
認
め
る
融
職

鏡
に
は
、
既
に
束
王
父
西
王
母
の
語
あ
り
）
○
さ
れ
ば
、
此

の
種
の
鏡
の
・
製
作
せ
ら
れ
把
る
時
代
は
、
早
く
も
三
國
を

上
ら
ざ
る
べ
し
O

第
四
號
　
　
　
一
　
一
七
　
　
（
六
八
二
）



第
　
　
懸
　
　
叢
　
説
　
　
巨
獣
轟
土
の
支
郵
古
鱗

紳
海
鏡

此
の
種
の
鏡
は
、
本
邦
隊
士
の
支
那
鏡
中
、
最
も
多
数
を

占
む
る
も
の
な
り
○
其
の
形
式
一
標
な
ら
ざ
る
が
、
大
別

す
れ
ば
、
馨
左
の
二
種
に
蹄
す
る
も
の
、
如
し
〇

　
一
、
外
書
に
、
飛
翔
せ
る
異
禽
ご
疾
騙
せ
る
鳥
獣
、
並

　
　
に
六
飛
龍
の
輿
を
引
け
る
岡
標
あ
り
○
銘
帯
が
内
行

　
　
毒
害
形
、
（
或
は
花
紋
、
或
は
無
地
、
或
は
鳥
獣
）
ご

　
　
四
劃
せ
る
正
方
形
こ
よ
り
な
れ
る
も
の
。

　
二
、
外
雀
が
、
二
條
の
鋸
歯
紋
帯
ご
、
其
の
中
間
に
一

　
　
條
の
思
懸
波
絞
帯
よ
り
成
れ
る
も
の
Q

今
前
者
よ
り
、
更
に
内
涯
の
圖
様
に
依
り
分
類
説
罪
す
べ

し
O（

イ
）
、
其
の
一
は
、
甲
斐
欝
欝
八
代
郡
下
曾
根
家
国
山
本

丸
山
（
口
絡
7
東
京
理
科
大
學
人
類
學
敷
室
藏
）
、
及
び
山

城
國
綴
喜
郡
八
幡
町
大
字
八
幡
小
字
大
芝
西
車
塚
等
よ
ゲ

出
土
せ
る
も
の
に
し
て
、
内
野
に
、
四
躯
の
愚
子
（
或
も

の
は
脇
侍
を
有
す
）
ご
、
四
個
の
長
き
棒
状
物
を
黒
め
る

第
四
號
　
　
　
一
　
一
八
　
　
（
山
ハ
八
三
）

怪
獄
を
交
互
に
現
し
、
怪
鰍
の
爾
翼
上
に
、
環
状
乳
八
個

あ
り
、
其
上
し
に
紳
像
の
脇
侍
、
叉
は
一
種
の
怪
撒
を
概
け

り
○
而
し
て
善
趣
は
多
く
四
方
よ
り
見
る
べ
く
作
ら
れ
あ

り
○
銘
帯
に
於
け
る
方
形
殿
中
に
、
各
四
文
字
め
れ
ざ
も
塾

順
序
錯
乱
し
て
観
護
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

　
此
の
圖
檬
に
依
り
》
本
邦
に
て
製
作
せ
る
も
の
、
山
城

國
久
世
郡
久
津
川
村
大
字
李
銀
字
車
塚
よ
り
毘
潤
せ
り
。

（
ロ
）
、
其
の
こ
は
、
肥
後
國
玉
名
郡
江
田
村
出
土
の
｝
鏡

に
し
て
（
東
京
帝
室
博
物
館
藏
）
、
内
囁
に
六
紳
四
獣
を
配

し
、
乳
な
く
、
四
方
よ
り
見
る
べ
く
作
ら
れ
あ
り
O
銘
帯

に
は
紳
像
の
薩
下
よ
り
一
路
の
花
紋
を
概
き
、
之
を
四
等

分
し
、
牢
圓
形
に
は
各
種
の
鳥
臓
を
刻
せ
り
○

（
、
ノ
）
、
其
の
三
は
、
山
城
國
久
津
刈
村
車
轟
轟
土
の
も
の

に
て
、
内
蓋
の
紋
甦
り
精
巧
緻
密
な
る
事
、
前
者
ご
嗣
一

な
る
も
、
其
の
瞬
榛
は
一
方
よ
6
見
る
べ
く
作
ら
れ
あ
り
、

上
下
左
右
に
、
四
躯
の
憩
像
を
概
き
、
其
の
間
に
怪
獣
を

配
列
せ
り
。
銘
帯
に
於
け
る
、
尊
台
豊
中
に
は
、
鳳
鳳
象



猿
其
他
獣
形
並
に
花
型
を
刻
せ
り
。
銘
は

　
　
吾
作
明
覧
、
風
垣
三
豊
隔
塑
像
萬
鷹
、
競
從
序
遣
、

　
　
敬
奉
賢
良
、
周
刻
典
薬
、
百
会
長
骨
、
学
事
主
陽
、

　
　
編
緑
正
明
、
富
貴
安
樂
、
盆
壽
堰
年
、
侯
王
長
富
、

　
　
子
孫
蕃
昌
、
賢
者
高
顯
、
・
営
営
公
卿
、
與
師
命
長
、

ご
あ
り
。

（
一
一
）
、
其
の
四
は
、
遽
江
國
小
笠
郡
曾
我
村
大
字
岡
津
、

下
野
國
河
内
郡
雀
宮
村
大
字
三
富
、
肥
後
國
玉
名
郡
江
田

村
、
（
以
上
東
京
帝
室
博
物
館
藏
）
伊
勢
國
多
氣
糞
内
村
取
前
塚
（
廣
獺

治
兵
衛
氏
藏
）
等
の
訥
々
よ
り
出
土
し
π
る
も
の
に
し
て
．

三
管
方
よ
り
見
る
べ
一
群
ら
れ
、
上
下
左
右
に
、
地
雨

象
あ
り
、
四
隅
に
乳
を
緯
り
て
怪
獣
を
現
す
、
大
幣
の
圖

檬
、
（
質
）
に
即
け
曇
る
も
の
こ
類
似
せ
る
が
、
紳
獣
の
形

式
、
絹
異
な
り
、
手
法
流
麗
ξ
な
れ
る
を
認
む
Q
裂
地
に

於
け
る
方
形
格
中
の
銘
は
、
（
、
ノ
）
の
も
の
こ
暑
圃
一
な
る

が
、
絹
簡
に
し
て
、
猛
撃
累
年
侯
王
長
富
の
叢
談
な
し
。

　
余
が
藏
せ
る
支
那
山
東
縣
の
陳
毒
卿
の
奮
藏
に
係
る
、

　
　
　
第
一
巻
　
　
叢
　
説
　
　
日
本
出
土
の
支
那
古
鏡

建
武
五
年
の
銘
文
あ
る
鏡
は
、
此
の
種
の
も
の
こ
圖
様
、

殆
ご
同
一
な
り
っ
建
武
五
年
を
以
て
後
趙
の
そ
れ
（
晋
威

康
五
年
〉
．
O
．
お
。
。
o
）
に
推
定
せ
ら
れ
把
る
薦
め
れ
ご
、
余

は
南
齊
の
明
帝
の
建
武
五
年
（
永
歯
元
、
》
・
d
．
畠
。
。
）
に
推

定
す
る
事
を
穏
當
な
ら
ん
ざ
す
。

（
ホ
）
、
其
の
五
は
・
、
備
中
國
都
窪
郡
庄
村
、
及
び
下
総
國

木
更
津
附
近
出
土
の
も
の
に
て
、
大
耳
の
形
式
（
二
）
に
似

π
る
が
、
帥
象
に
代
ふ
る
に
、
佛
像
の
十
躯
を
以
て
し
、

逮
座
の
上
に
坐
せ
る
も
の
、
光
背
を
有
せ
る
も
の
等
あ
り
、

形
式
朧
げ
な
が
ら
六
朝
時
代
の
銅
象
に
似
π
り
、
而
し
て

其
の
圖
檬
は
、
四
方
よ
ゆ
見
る
べ
く
作
ら
れ
た
り
。

　
第
二
種
の
現
業
鏡
の
例
の
一
は
、

（
イ
）
、
河
内
國
南
河
内
郡
國
分
村
大
字
國
分
茶
臼
山
、
近
．

江
國
栗
太
郡
瀬
田
村
大
字
南
愛
煙
字
織
部
、
大
和
國
北
葛

城
郡
河
合
村
大
字
佐
味
田
字
寳
塚
等
の
各
地
よ
り
磯
見
せ

り
馬
面
文
中
に
、
銅
器
徐
州
の
句
め
る
も
の
な
り
Q
ロ
絡
8

に
載
論
る
は
、
國
分
茶
臼
山
出
土
の
も
の
な
り
○
内
塵
は
振

　
　
。
　
　
　
第
四
號
　
二
九
（
六
八
四
）



　
　
　
　
第
」
巻
　
叢
設
　
蔵
本
幽
土
の
ま
那
古
鏡

　
形
貫
乳
の
上
に
、
四
段
に
別
て
る
一
種
の
笠
松
形
の
文
檬

　
を
以
て
之
を
四
李
聴
し
、
各
匿
に
融
象
一
鍵
を
街
へ
π
る

㍍
怪
蝋
一
を
現
せ
り
○
銘
文
は
國
分
出
土
の
も
の
長
文
に
し

，
て
、
他
は
梢
櫛
暑
せ
し
も
の
な
り
、
前
者
の
全
道
左
の
如

　
し
O

　
　
　
新
作
朋
覧
、
幽
凍
三
剛
、
導
燈
越
州
、
師
範
洛
陽
、

　
　
　
隠
文
適
宜
、
夏
作
文
章
、
至
徳
鱈
子
、
流
事
且
朋
、

　
　
　
左
龍
右
虎
、
芸
無
有
名
、
師
細
節
邪
、
集
會
、
並
王

　
　
　
父
王
舞
游
戯
、
聞
［
U
□
□
□
宜
子
孫
、

　
　
銘
土
中
に
見
ゆ
る
徐
州
は
魯
今
の
支
那
江
蘇
省
徐
州
府

　
に
し
て
、
爾
漢
時
代
に
は
彰
城
國
な
う
し
が
、
．
魏
に
至
り

徐
州
を
熱
き
、
．
西
湘
之
を
襲
ひ
し
が
、
其
の
後
、
幾
多
の

　
礎
遷
を
維
劉
宋
の
臆
面
三
年
、
再
び
勢
州
彰
城
郡
こ
な
る
、

此
の
地
の
首
府
を
今
も
銅
山
懸
こ
い
ひ
、
附
近
に
銅
鑛
多

　
き
を
以
て
名
め
り
○
此
の
種
の
鏡
が
、
備
州
の
銅
を
以
て

製
作
し
元
る
も
の
な
る
事
朋
な
り
。
師
．
出
洛
陽
の
師
は
、

鏡
を
鋳
造
す
る
工
人
を
指
せ
る
も
の
な
る
事
、
漢
及
び
臭

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
＝
一
〇
　
（
六
八
五
）

の
鏡
銘
中
、
往
々
見
る
所
な
れ
ざ
晋
に
至
っ
て
は
其
の
羅

司
馬
師
の
誰
を
避
け
、
京
師
を
改
め
て
京
都
ご
聡
せ
し
動

く
、
凡
て
師
の
字
を
使
用
せ
ざ
る
事
こ
な
れ
り
、
今
此
の

銘
文
中
に
師
の
字
を
用
ふ
る
を
以
て
、
其
の
製
作
の
普
時

代
に
非
ざ
る
事
を
知
る
べ
し
、
而
し
て
銘
中
、
前
鐵
せ
る
亭

東
父
西
母
の
句
あ
る
に
考
へ
、
余
は
此
の
鏡
を
以
て
劉
宋

の
初
期
に
製
作
せ
ら
れ
し
も
の
こ
推
定
せ
ん
こ
す
。

（
買
）
、
第
二
の
例
は
、
ロ
絡
9
に
示
す
所
の
も
の
に
し
て
、

同
じ
く
河
内
國
々
分
茶
臼
山
の
出
土
に
係
る
巻
の
也
。
内

匿
豊
胸
座
乳
を
以
て
四
分
し
、
瀞
象
二
怪
古
津
を
交
互
に

現
し
、
其
の
怪
職
の
側
に
は
、
一
に
は
人
物
、
他
に
は
三

段
の
笠
松
状
の
文
様
及
び
魚
を
圓
せ
り
。
銘
帯
に
は
、
二

十
一
個
の
露
座
乳
あ
り
、
其
の
問
に
、
次
の
銘
ご
、
四
方

に
方
形
格
内
「
譜
宜
高
官
」
の
二
重
の
銘
文
あ
り
。

　
　
吾
作
明
覧
眞
大
好
、
浮
由
天
下
□
四
海
、
用
青
同
至

　
　
海
東
、

文
藻
に
見
ゆ
る
至
海
東
の
句
は
、
支
那
よ
b
本
邦
朝
鮮
へ



寄
贈
す
べ
き
爲
に
、
「
特
に
此
の
銘
を
表
は
せ
る
も
の
こ
考

へ
ら
る
O

　
大
和
國
磯
城
郡
都
村
大
宇
八
尾
（
和
名
抄
の
鏡
作
郷
）
に

鎭
座
せ
る
鏡
作
宮
の
什
寳
こ
し
て
藏
せ
る
鏡
の
文
様
、
之

ご
頗
る
類
似
せ
り
、
た
や
銘
帯
よ
り
以
外
を
切
断
せ
る
は
、

支
那
製
作
を
讃
す
る
銘
文
あ
り
て
は
、
都
合
の
あ
し
き
・
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馳

あ
り
し
故
な
る
べ
し
。

（
、
ノ
）
、
第
三
は
、
銘
睡
中
に
唐
草
ご
配
し
・
て
、
日
月
天
王

の
銘
あ
乃
も
の
に
し
て
、
山
城
國
綴
喜
郡
八
幡
町
大
字
八

播
字
大
芝
西
車
塚
、
大
和
國
北
葛
城
郡
佐
味
田
賓
塚
等
よ

り
登
一
見
せ
る
も
の
是
な
り
。
八
幡
磯
見
の
も
の
は
、
内
匿

を
四
分
し
て
紳
像
二
怪
獣
二
を
交
互
に
現
し
、
其
の
受
像

の
側
に
脇
侍
の
如
き
も
の
Y
笠
松
猴
の
文
様
を
配
せ
り
Q

銘
は
四
方
に
方
形
傾
心
、
日
月
天
王
の
四
字
を
二
字
宛
現

せ
り
。
佐
味
田
の
鏡
は
、
内
・
涯
に
四
淋
四
獣
を
辛
し
、
銘

帯
に
は
四
分
せ
る
方
形
格
中
、
日
月
天
王
の
銘
を
六
ケ
所

に
現
し
、
其
の
唐
草
雑
録
の
一
に
は
、
之
に
代
ふ
る
に
二

　
　
　
第
　
一
巻
　
　
叢
　
訟
　
　
日
本
出
土
の
支
那
古
鏡

朋
の
鳥
形
を
以
て
せ
り
、
手
法
稽
前
者
ご
異
な
れ
り
。

（
二
）
、
其
の
四
は
、
遽
江
國
豊
田
郡
寺
谷
村
登
堀
の
も
の

也
Q
内
匿
六
乳
の
間
に
、
三
半
三
獣
を
示
し
、
有
節
重
弧

紋
圏
を
距
て
、
銘
帯
あ
り
、
方
形
格
中
「
日
月
」
の
銘
を
、

一
字
宛
三
度
繰
返
し
、
其
の
間
に
四
璽
、
丼
に
二
懸
形
を

現
せ
り
。
手
法
他
の
紳
獣
鏡
ご
異
な
れ
り
O

（
ホ
）
、
莫
の
五
は
，
。
大
和
國
北
葛
城
郡
大
塚
字
新
着
よ
り

出
土
せ
る
も
の
に
て
、
内
囁
紳
像
三
躯
に
代
ふ
る
に
、
佛

象
を
以
て
せ
る
も
の
也
Q
象
は
瀧
座
上
に
坐
し
、
其
の
一

は
、
圓
光
背
を
有
し
、
圖
機
の
塞
開
に
蓮
花
を
圖
せ
り
、

其
の
腕
前
に
怠
る
所
に
は
、
一
方
に
疾
騙
せ
る
龍
虎
の
如

き
獣
を
現
せ
り
。
　
　
　
，

（
へ
）
、
其
の
六
は
、
三
蓋
三
鰍
々
帯
鏡
な
り
。
此
の
輝
の

鏡
は
、
本
邦
古
墳
よ
り
は
頗
る
多
↑
出
土
す
る
も
の
に
て
、

支
那
よ
り
將
附
せ
し
も
の
こ
共
に
本
邦
に
製
作
さ
れ
し
ご

考
へ
ら
る
も
の
も
あ
り
。
丹
波
國
氷
上
郡
石
生
村
よ
り
登

見
せ
る
は
其
の
一
例
に
て
、
口
裏
1
0
に
示
す
動
く
内
属
の
．

　
　
　
　
　
　
　
第
㎞
聞
號
　
　
　
一
二
一
　
　
（
六
八
六
）



　
　
　
第
一
巻
　
　
叢
　
説
　
　
日
本
出
土
の
支
那
古
撹

三
神
三
帆
獣
は
、
比
較
的
粗
な
る
線
よ
り
成
り
、
ム
ハ
個
の
素

乳
の
上
に
、
　
一
種
の
笠
松
朕
の
文
檬
あ
り
、
内
薩
を
早
り

て
十
個
の
四
界
の
間
に
、
西
方
亜
細
亜
の
古
代
よ
為
十
二

宮
こ
し
て
星
座
に
配
當
せ
し
も
の
、
内
な
る
γ
双
魚
天
蜴

獅
子
工
学
の
獣
形
を
現
せ
り
Q

（
ト
）
、
其
の
七
は
、
下
血
1
1
に
示
す
爾
津
國
武
庫
郡
岡
本

．
村
字
マ
ン
バ
イ
畿
土
の
も
の
な
り
○
内
壁
四
個
の
圓
座
乳

の
問
に
、
脇
侍
を
有
す
る
二
紳
、
及
び
二
獣
を
配
し
、
手

法
三
味
を
帯
ぷ
、
銘
交
は
、

　
　
吾
作
篇
章
、
幽
静
三
酉
、
附
語
序
盤
…
、
配
象
萬
彊
、

　
　
曾
年
猛
孫
子

ご
あ
り
。
此
の
種
の
鏡
を
、
本
邦
に
て
模
せ
る
も
の
、
往

々
存
す
、
揚
津
國
三
島
郡
の
伊
勢
寺
境
内
出
土
の
鏡
の
如

き
は
、
其
例
な
り
。

　
以
上
に
て
、
，
園
芸
獣
鏡
の
各
形
式
を
述
べ
π
る
が
、
こ

、
に
右
二
者
の
中
間
に
労
せ
る
一
鏡
あ
り
。
上
野
國
群
馬

郡
大
類
博
大
宇
芝
崎
の
古
墳
よ
り
出
土
せ
る
為
の
是
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
第
㎜
閂
號
　
　
　
一
二
二
　
　
（
六
八
七
）

て
、
銘
帯
に
□
始
元
年
の
銘
あ
る
も
の
也
。
此
の
鏡
、
内

匠
の
後
襟
大
器
に
於
て
、
第
一
類
の
（
、
ノ
）
に
掲
げ
し
山
城

國
久
津
川
村
車
塚
の
淋
古
鏡
に
類
似
し
、
稽
手
法
を
異
に

す
、
外
帯
は
第
二
類
の
形
式
に
属
せ
り
、
銘
文
は
、
●

　
　
∩
］
始
元
年
、
陳
是
作
鏡
、
自
蔵
纒
迷
、
本
寸
地
□
杜

　
　
．
地
□
出
壽
如
金
石
、
保
子
□
、

ご
あ
り
○
年
號
の
最
初
の
一
字
歓
損
し
、
□
始
な
る
か
明

な
ら
ざ
る
も
、
其
の
形
式
手
法
よ
り
推
し
、
劉
宋
の
明
帝

泰
始
元
年
（
》
・
O
演
O
q
）
の
も
の
な
り
ご
考
ふ
。

　
是
等
帥
獣
鏡
は
、
後
漢
の
中
頃
よ
り
製
作
せ
ら
れ
し
も
」

の
こ
畳
し
く
、
余
の
藏
鏡
中
に
、

　
　
漢
有
善
導
出
丹
陽
、
大
師
得
同
、
合
藻
五
金
成
、

並
に
劉
氏
作
明
覧
云
々
の
銘
あ
る
二
紳
二
獄
覧
の
頗
る
精

巧
な
る
も
の
あ
り
。
年
號
の
徴
す
べ
き
も
の
に
て
は
、
桑

名
氏
藏
覧
の
建
安
十
年
の
銘
あ
る
も
の
、
内
藤
博
士
の
藏

覧
建
学
十
四
年
の
銘
あ
る
も
の
あ
り
、
三
國
に
て
は
、
余

の
藏
覧
玄
黄
龍
元
年
の
銘
あ
る
も
の
等
あ
り
。
其
の
形
式



圖
榛
手
法
は
本
邦
出
土
の
も
の
こ
聾
其
の
趣
を
異
に
す
ご

錐
こ
も
、
紳
警
急
が
、
漸
次
流
行
す
る
に
至
れ
る
を
見
る

べ
く
、
西
晋
に
入
り
て
は
、
山
海
経
、
穆
天
子
傳
等
の
漁
　

仙
怪
獣
談
の
盛
な
る
ご
共
に
、
盆
景
の
製
作
多
か
り
し
な

る
べ
し
○
余
の
藏
鏡
金
諾
九
年
三
月
七
目
張
氏
子
の
銘
あ

る
も
の
は
、
三
組
の
圖
象
は
梢
や
異
な
れ
こ
も
、
銘
帯
外
庭

縁
等
は
上
畢
の
第
一
類
ご
全
く
同
一
．
な
り
、
第
二
類
の
多

く
の
紳
嫁
鏡
が
晋
宋
間
の
も
の
蒙
る
事
言
ふ
迄
も
な
し
。

精
白
鏡
、

此
の
種
の
鏡
に
、
二
種
あ
b
o

（
イ
）
、
一
は
、
筑
前
國
筑
紫
郡
春
日
村
大
字
須
玖
の
一
種

の
遺
蹟
よ
り
銅
鉾
ご
共
に
登
見
せ
し
も
の
な
り
。
僅
に
一

破
片
を
存
す
る
の
み
な
る
が
、
（
東
京
丈
科
大
饗
藏
）
、
桑

名
古
聖
の
支
那
出
土
に
係
る
完
全
な
る
も
の
、
及
び
三
富

の
鏡
銘
集
録
中
に
著
録
せ
る
も
の
に
就
き
、
原
形
を
知
る

を
得
、
即
ち
鉦
を
屠
り
て
其
の
座
に
よ
り
四
分
さ
れ
π
る

匿
劃
内
に
、
各
三
個
の
圓
座
あ
り
、
縁
に
至
る
間
に
、
二

第
一
巻
　
　
叢
　
読
　
　
日
本
出
土
の
支
那
古
鏡

重
の
軍
側
に
斜
行
櫛
爾
紋
を
有
せ
る
素
帯
あ
り
、
其
の
間

に
小
象
七
十
二
字
の
銘
を
有
す
Q
孫
星
術
の
績
古
文
苑
十

四
に
、
繹
讃
す
る
所
に
依
れ
ば
、

契
精
白
而
事
尊

志
疏
遠
黒
日
忘

軽
々
安
富
重
泉

　
　
　
　
　
　
　
　

光
輝
巣
夫
日
月

怨
陰
蜷
之
鼻
輪

無
品
美
之
窮
喧

　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　

掘
建
思
而
帝
紀

む
　
　

心
忽
楊
而
願
忠

換
玄
錫
鷺
流
澤

外
書
膿
之
可
欲

内
装
碩
以
下
朋

然
塗
笠
而
不
池

文
中
圏
黙
を
附
せ
る
は
、
須
玖
登
見
の
破
片
に
存
す
る
所

　
　
　
　
i

　
の
も
の
な
・
り
。

　
（
ロ
）
、
其
の
二
は
、
前
記
須
玖

精
（
破
片
）
の
二
梗
の
遺
蹟
、
讃

白
蔓
國
香
川
郡
強
打
懸
字
御
殿

寛
山
積
石
塚
、
大
和
國
生
駒
郡

金　
西
京
附
近
の
三
ク
所
よ
り
出

　
落
せ
る
も
の
、
圖
示
せ
る
如

く
、
（
駄
卿
咽
嘆
）
鉦
及
び
当
座
の
周
園
の
圓
座
は
、
前
者
ご

同
一
な
る
が
、
弾
帯
を
達
て
、
内
行
の
八
花
あ
り
、
其
の

第
四
號
　
　
　
＝
一
三
　
（
六
八
八
）



　
　
　
第
一
巻
　
　
叢
　
凱
　
　
日
本
出
土
の
支
那
古
鏡

間
に
、
一
種
の
唐
草
紋
を
蓮
接
し
、
其
の
外
側
に
銘
帯
あ

り
、
以
て
素
図
に
終
れ
り
。
銘
は
潔
精
白
而
逃
腰
云
々
の

文
字
を
、
所
謂
ゴ
ジ
ッ
ク
形
に
絞
檬
的
に
現
は
せ
り
。

　
精
臼
鏡
の
銘
は
、
其
の
文
騰
、
一
種
特
有
の
も
の
に
し

て
、
他
の
鏡
銘
の
如
く
徒
に
吉
鮮
語
を
羅
列
し
だ
る
も
の

に
あ
ら
す
、
須
玖
出
土
破
鏡
の
一
な
る
（
イ
）
の
図
書
の
も

の
（
桑
名
浅
藏
全
鏡
）
は
、
銭
培
が
「
此
忠
臣
篠
士
、
立
心

明
義
、
無
以
自
賛
、
作
此
鏡
以
示
意
者
也
」
、
ご
評
し
、

孫
星
衡
は
、
其
の
．
文
燈
似
楚
離
ご
讃
せ
し
如
く
、
鏡
銘
中

第
一
の
名
題
な
り
○
同
異
朧
文
字
の
方
は
、
右
の
丈
を
節

略
し
π
る
に
過
ぎ
す
、
小
時
の
方
ざ
洞
形
式
の
も
の
に
て
、

銭
堵
の
鏡
銘
集
録
に
載
す
る
駈
の
紅
隈
印
路
の
如
く
、
情

緒
纒
綿
槌
る
も
の
あ
り
○
異
騰
馬
字
の
方
に
も
、
同
書
に

載
す
る
所
（
余
の
藏
鏡
中
に
一
面
あ
り
）

　
　
臼
有
憲
、
月
有
富
、
樂
無
事
、
常
得
意
、
美
人
侍
、

　
　
竿
誘
侍
、
野
市
程
、
歯
茎
李
、
老
復
丁
、
復
生
寧
、

銭
靖
は
、
漢
半
信
の
急
就
章
中
に
長
樂
無
極
老
復
丁
の
語

第
匹
號
　
　
一
二
四
　
（
六
八
九
）

り

あ
る
を
讃
こ
し
て
、
漢
代
の
も
の
こ
定
め
座
り
○
小
象
並

に
異
髄
文
字
は
、
臭
の
天
心
紳
識
糖
質
國
山
国
及
確
文
に

類
似
せ
る
も
の
な
れ
ば
、
漢
末
三
國
の
頃
の
製
作
に
係
る

も
の
こ
す
べ
し
。

花
乳
鏡

筑
前
國
須
玖
に
於
て
破
片
こ
な
り
て
、
前
記
諸
鏡
ご
共
に

螢
見
せ
し
も
の
な
り
。
鉦
は
九
個
の
乳
の
連
績
し
て
、
涙

形
を
な
せ
る
形
を
取
り
、
次
の
素
帯
に
至
る
聞
に
、
一
種

の
唐
草
文
め
り
、
其
の
外
方
に
、
二
重
の
内
行
花
胃
壁
あ

り
、
其
の
申
問
九
曜
星
の
如
き
乳
ご
、
一
種
の
素
乳
を
蓮

結
せ
る
唐
草
紋
よ
り
な
る
内
癌
あ
り
、
圖
様
は
異
な
る
も
、

手
法
前
掲
精
白
鏡
ご
類
似
せ
り
Q
此
の
種
の
鏡
は
、
本
邦

に
於
て
他
よ
り
出
土
せ
る
も
の
あ
る
を
聞
か
す
。

長
宜
子
孫
鏡

此
の
種
の
鏡
は
、
山
城
國
綴
喜
郡
八
幡
町
字
志
水
吏
車
塚
、

播
摩
國
揖
保
郡
香
島
村
大
字
吉
島
字
松
山
、
及
び
南
山
城

の
古
墳
等
よ
り
田
土
せ
り
、
臨
書
1
2
に
示
す
は
松
本
（
丈
）



博
士
藏
の
南
由
城
出
士
に
係
る
も
の
也
○
質
黒
色
を
呈
し
、

四
葉
座
鉦
の
間
に
長
宜
子
孫
の
銘
あ
り
、
櫛
歯
紋
素
鵜
に

次
ぎ
内
行
花
紋
あ
り
、
更
に
之
に

　
　
蔑
如
金
石
佳
且
性
分

の
銘
あ
り
、
数
條
よ
り
な
れ
る
文
帯
を
経
て
、
素
縁
に
終

れ
り
。
．

　
此
の
式
の
鏡
は
、
支
那
は
固
よ
り
近
時
は
朝
鮮
単
二
大

同
側
面
の
里
並
郡
の
遺
蹟
よ
り
畿
見
せ
し
も
の
あ
り
。

　
是
に
類
似
し
て
形
式
の
稽
異
な
る
も
の
に
、
讃
岐
國
香

川
郡
弦
打
村
御
殿
山
、
及
び
伊
豫
國
宇
摩
郡
妻
鳥
村
字
東

宮
山
田
土
の
も
の
あ
り
○
前
者
は
鉦
座
の
四
葉
文
延
長
し
．

第
二
の
銘
文
「
霜
如
由
石
」
こ
な
る
馬
交
互
に
圓
形
文
を
現

せ
り
。
妻
鳥
の
も
の
は
、
小
形
に
て
交
襟
簡
軍
に
、
四
葉

馬
瀬
の
間
に
、
長
男
子
孫
の
書
見
ゆ
。
本
邦
古
墳
出
土
の

小
陣
中
、
最
も
多
き
所
謂
盛
行
花
絞
鏡
の
如
き
、
又
之
を

模
造
せ
る
な
り
σ

　
此
の
種
の
鏡
も
、
手
法
銘
文
よ
り
推
し
魏
晋
の
問
に
製

　
　
　
第
一
・
巻
　
　
叢
　
訊
　
　
日
本
出
土
の
支
那
古
鋭

作
せ
し
も
の
な
ら
ん
○

嚢
鳳
鏡

口
緯
1
3
に
示
す
も
の
は
其
の
一
例
に
し
て
、
癒
津
國
武
庫

郡
本
山
村
の
三
岡
本
字
マ
ン
バ
イ
毘
土
に
係
る
（
東
京
帝

室
博
物
館
藏
）
是
ご
同
形
式
の
も
の
、
前
記
筑
前
國
須
玖

の
遺
蹟
よ
り
も
登
見
せ
り
。
文
様
弔
面
的
に
し
て
、
鉦
座

は
四
葉
文
よ
り
攣
慌
し
て
、
中
に
マ
ン
バ
イ
の
も
の
は
、

長
男
高
官
、
須
玖
の
も
の
は
位
至
三
公
の
銘
あ
り
、
内
外

匪
の
別
な
く
、
四
葉
交
の
一
部
に
て
四
分
し
て
、
其
の
各

に
相
向
へ
る
二
鳥
文
を
表
し
、
所
行
花
紋
を
以
て
熾
れ
b
Q

マ
ン
バ
イ
の
も
の
は
、
蝋
燭
に
二
重
の
輪
廓
を
施
し
、
須

玖
の
も
の
は
単
向
へ
る
鳥
首
の
間
に
二
尊
固
市
の
副
銘
あ

し
リ
O“

此
の
種
の
鏡
は
、
支
那
に
て
は
往
々
見
る
所
に
し
て
、

余
の
所
藏
の
も
の
、
如
き
は
精
巧
無
比
な
り
こ
す
○
莫
の

製
作
せ
ら
れ
し
時
代
は
明
な
ら
ざ
る
が
、
文
檬
の
彫
面
的

な
る
悪
尋
三
年
鏡
に
類
し
、
其
の
圓
標
は
漢
代
よ
り
行
は

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
二
五
　
　
（
六
九
〇
）



　
　
　
第
一
奮
　
　
叢
・
説
　
　
日
本
出
土
の
支
那
盲
鏡

れ
し
な
る
べ
き
も
、
前
記
本
邦
出
土
の
も
の
は
、
是
を
余

が
藏
鏡
に
比
す
る
に
、
手
法
梢
劣
れ
る
戚
あ
り
、
恐
ら
一

三
心
若
く
ば
其
の
以
後
の
も
の
な
一
・
　
）
　
『
・
一
・
ゴ
・

る
べ
き
か
。
．

位
至
三
公
鏡
．

周
防
國
吉
敷
郡
下
宇
野
合
村
大
字

赤
妻
小
字
九
山
、
肥
後
國
東
松
浦

郡
玉
島
盛
大
字
谷
中
字
立
中
等
よ

b
出
土
せ
る
小
形
の
も
の
な
り
○

縦
に
鉦
の
上
に
位
至
、
下
に
三
公

の
銘
あ
り
、
．
其
の
雨
垂
に
、
非
常

に
絞
」
様
化
せ
る
獣
首
の
如
き
も
の

を
表
し
、
斜
行
櫛
歯
紋
に
次
ぎ
回

縁
こ
な
れ
り
。
此
の
式
の
鏡
は
、

支
那
に
て
も
出
土
の
多
数
な
る
も

の
也
Q

四
二
花
紋
鏡

　
　
　
　
　
　
　
第
四
難
姻
　
　
　
一
二
山
ハ
　
（
山
ハ
九
一
）

圖
示
せ
る
も
の
に
し
て
、
紀
伊
國
海
草
郡
鏡
村
大
字
椒
濱
・

の
出
土
に
係
る
Q
銃
座
鉦
を
下
り
て
素
精
あ
り
、
内
匠
圓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
座
四
乳
の
間
に
、
一
種
の
唐
草

羅
醸
騰
犠
讐
欝

　
紋
を
配
し
、
其
の
外
に
斜
行
櫛

　
歯
文
ご
、
廣
き
素
雪
を
有
す
Q

　
此
の
種
の
鏡
は
、
支
那
に
於
て

四
は
往
々
見
る
所
な
る
も
、
本
邦

乳
に
於
て
は
從
來
登
見
さ
れ
し
を

花
聞
か
す
。

紋
葡
萄
鏡

野
圖
示
せ
る
は
、
大
和
國
高
市
郡

　
船
倉
村
大
字
松
山
に
於
て
金
銅

　
鉦
の
鐵
鏡
ご
共
に
登
見
せ
ら
れ

　
し
も
の
に
て
、
本
邦
古
墳
よ
り

　
出
土
せ
る
確
誰
あ
る
も
の
な
り

鉦
は
獣
形
に
し
て
、
内
外
匠
共
に
旋
轄
せ
る
葡
萄
紋
を
表

し
て
、
内
優
に
四
獣
、
外
匿
に
烏
獣
を
配
し
、
一
種
の
花



紋
帯
を
縁
に
遇
せ
り
。
葡
萄
鏡
は
、
支
那
古
鏡
中
最
も
著

し
き
も
の
、
一
に
し
て
、
其
の
遺
品
頗
る
多
し
。
宣
和
の

博
古
手
録
之
を
無
代
の
も
の
ご
し
流
／
ッ
β
　
密
鷺
欝

て
著
録
せ
し
よ
り
、
支
那
歴
代
の
「

面
子
み
な
相
受
け
今
に
至
る
な
ほ

之
を
信
ず
る
も
の
多
く
、
中
に
も

濁
の
霞
「
夢
の
如
き
は
之
を
以
て

支
那
最
古
の
鏡
こ
せ
り
。
坐
れ
共
、

其
の
圖
標
手
法
を
観
る
に
、
多
く

の
葡
萄
鏡
は
、
銭
拮
が
鏡
銘
集
録

に
漉
せ
る
如
く
、
五
代
の
作
ご
認

む
る
を
可
こ
す
べ
く
、
到
底
斯
の

如
き
流
暢
な
る
馬
標
が
、
漢
代
に

盛
行
せ
し
ご
は
信
ず
べ
か
ら
す
。
・

元
や
此
の
松
山
出
直
の
如
き
は
、

邦
古
墳
出
土
支
那
鏡
の
最
後
に
位
す
る
も
の
な
る
べ
し
。

　
上
來
記
述
せ
る
所
に
依
り
、
之
を
見
る
に
本
邦
出
土
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
那
古
鏡
は
、
初
に
ご
言
せ
る

葡
萄
鏡
膚
に
著
て
も
精
手
法
を
異
に
し
、
其
の
前
騙
を
な

せ
る
も
の
、
即
ち
六
朝
末
期
の
製
作
な
る
べ
く
、
蓋
し
本

　
　
　
第
一
巻
　
　
叢
　
読
　
　
二
本
出
土
の
支
那
古
鏡

　
如
く
、
舌
代
の
製
作
ご
認
む
べ

　
き
も
の
比
較
的
少
く
し
て
、
⊥
ハ

　
朝
時
代
に
盛
に
乱
造
せ
ら
れ
し

葡
紳
暖
熱
多
数
を
占
む
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
上
は
王
葬
時
代
の
も
の
こ
推
定

臥
す
べ
き
四
帥
鏡
よ
り
、
下
は
六

　
朝
末
期
の
葡
萄
鏡
面
至
る
ま
で

鏡
暑
各
党
の
も
の
を
網
羅
し
て
、

　
上
代
に
於
け
る
日
支
雨
龍
の
引

　
績
き
て
の
交
渉
の
存
在
を
示
す

　
ご
共
に
、
本
邦
古
代
墳
墓
螢
造

　
の
期
間
を
推
定
し
得
る
は
余
の

頗
る
興
味
を
戚
す
る
所
な
り
Q
叉
其
の
鏡
の
形
式
の
如
き

も
、
素
よ
り
支
那
古
鏡
の
凡
て
を
包
括
せ
す
、
支
那
に
通

　
　
　
　
　
　
　
儀
が
四
這
　
　
　
一
二
七
　
　
（
山
ハ
九
二
）



第
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
朔
鮮
更
の
栞

有
の
も
の
に
し
て
本
邦
に
出
土
せ
ざ
る
も
の
少
な
か
ら
ざ

「
れ
こ
も
、
四
二
鏡
、
精
白
鏡
、
歯
入
書
象
鏡
、
紳
四
鏡
等

各
代
の
主
な
る
形
式
は
略
見
る
を
得
て
、
　
　
般
の
鏡
の
洛

革
を
辿
る
を
得
べ
し
O
π
だ
現
在
學
界
に
於
け
る
古
鏡
研

ρ
究
の
状
態
よ
り
し
て
は
、
未
だ
各
代
の
特
徴
を
詳
示
し
て
、

洛
革
を
明
確
な
ら
し
む
べ
き
程
度
に
達
せ
す
。
余
は
本
篇

．
に
於
て
、
從
來
顧
み
ら
れ
ざ
り
し
方
面
よ
り
多
少
の
新
見

解
を
附
せ
し
も
、
綜
合
的
記
遽
に
及
ぱ
す
し
て
、
主
こ
し
で

．
形
式
の
分
類
に
意
を
用
ひ
把
り
Q
鍵
田
余
の
管
見
に
漏
れ

π
る
資
料
を
求
め
、
更
に
新
材
料
の
出
勝
す
る
あ
り
て
、

研
究
を
新
に
す
る
を
得
ば
重
ね
て
述
ぶ
る
所
あ
る
べ
し
Q

　
附
瓢
　
此
の
一
編
は
、
去
る
八
月
開
鷹
の
京
都
帝
國
大
斑
夏
期
講
演
曾
の

　
　
科
外
講
演
§
し
て
、
同
二
日
夜
幻
燈
を
使
用
し
て
試
み
れ
る
義
滋
の
草

　
　
稿
に
で
二
補
訂
を
加
へ
六
う
も
の
な
り
。
常
夜
は
、
短
時
間
に
一
般
の

　
　
聴
端
点
に
…
説
明
ぜ
ん
ミ
也
る
故
、
　
極
め
イ
、
大
雨
や
一
涌
…
俗
的
に
■
蓮
．
へ
六
る
・
も

　
　
の
な
る
を
以
て
、
私
邸
家
に
は
不
充
分
な
る
ぺ
け
れ
こ
も
、
余
が
研
究

　
　
の
大
磯
を
示
6
谷
れ
嚇
ε
信
ず
ろ
を
以
て
、
塞
誌
の
絵
白
を
借
る
こ
ε

　
　
ε
な
ぜ
り
。
絡
に
臨
み
て
余
の
古
鏡
硝
究
は
京
郡
帝
國
大
回
文
科
大
笠

　
　
敏
務
嘱
託
梅
原
末
治
…
君
の
輔
助
に
員
ふ
所
多
き
を
感
謝
す
。

第
四
號
　
　
一
二
八
　
（
六
九
三
）

籍

纂

●

亀

朝
鮮
史
の
栞
（
第
二
回
転

文
學
士
　
今
　
秘

画
罠
半
側
國
記

龍

　
一
篇
○
高
麗
文
宗
王
三
十
年
遼
滋
宗
大
康
二
年
丙
辰
金

玉
昼
鳶
の
知
州
事
某
が
三
國
史
記
の
成
る
に
先
つ
こ
ご
六

十
九
年
に
撰
せ
り
〇
三
國
遺
事
が
之
を
略
し
て
牧
載
せ
し

も
の
、
み
今
傳
は
り
て
全
文
の
も
の
傳
ら
す
ご
磯
原
篇
の

膿
裁
面
影
を
遣
存
す
る
朝
鮮
史
籍
中
最
古
の
も
の
な
り
。

括
目
の
題
こ
す
る
隠
顕
は
金
海
駕
洛
に
し
て
嚴
霜
に
旧
く

れ
ば
南
鞍
掛
な
り
。
本
書
野
南
駕
洛
即
金
海
賦
洛
の
始
組

首
露
王
の
開
演
傳
説
を
録
し
以
下
仇
蔵
王
に
至
る
九
代
に

就
て
略
記
せ
り
。
其
記
事
金
頭
古
來
の
所
傳
に
撰
者
の
見

闘
を
加
へ
野
外
に
算
置
暦
若
く
ば
開
皇
録
ご
名
づ
く
る
古


